
　
祭
り
は
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
す
。
祭

り
を
機
に
近
隣
と
の
友
好

が
深
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

住
民
で
な
く
て
も
一
緒
に

山
を
挽
い
て
く
だ
さ
っ
た
人

は
仲
間
で
す
。
多
く
の
人
の
協

力
を
得
て
、
祭
り
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
祭
り
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
山

が
進
む
か
止
ま
る
か
は
子
ど
も
の
音
頭
で

決
ま
り
ま
す
。
重
い
山
を
挽
く
大
人
た
ち

を
大
き
な
声
と
力
強
い
太
鼓
で
励
ま
し
て

い
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
道
の
両
側

が
見
物
人
で
溢
れ
て
、
山
を
動
か
す
の
も

一
苦
労
で
し
た
。

　
今
回
の
７
０
０
年
祭
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
地
区
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
市
内

全
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
受
け
て
、

士
気
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
を
起
点

と
し
て
昔
の
賑
わ
い
、
活
気
を

取
り
戻
し
た
い
で
す
ね
。

7月23日　 19時～土

7月24日　 10時～日

開会式
奉納浮立（前夜祭）

山挽祗園（本祭）

7月23日　 19時～土

7月24日　 10時～日

　
小
城
山
挽
祗
園
祭
は
鎌
倉
時
代
末

期
（
１
３
１
６
年
）
に
現
在
の
千
葉

県
で
あ
る
下
総
国
か
ら
移
り
住
み
、

小
城
町
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
千
葉
胤

貞
が
祗
園
社
（
現
在
の
須
賀
神
社
）

を
建
立
し
、
軍
事
訓
練
と
し
て
山
挽

神
事
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
は
前
夜
祭
と
本
祭
の
２
日
間

を
通
し
て
行
わ
れ
、
前
夜
祭
に
横
町

が
浮
立
を
奉
納
す
る
こ
と
で
始
ま
り

ま
す
。
裃
に
身
を
包
ん
だ
８
人
の
大

人
が
お
謡
い
を
奉
納
。
そ
の
後
、
鉦

を
叩
き
、
踊
る
子
ど
も
30
人
と
ち
ょ

う
ち
ん
持
ち
の
大
人
50
人
の
大
行
列

で
、
各
町
の
山
に
浮
立
を
奉
納
し
て

回
り
ま
す
。

　
浮
立
が
奉
納
さ
れ
な
い
と
山
が
挽

け
な
い
た
め
、
前
夜
祭
に
雨
が
降
っ

た
年
は
、
本
祭
の
朝
に
奉
納
を
し
た

　
胤
貞
の
頃
の
山
挽
の
様
子
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
は
高
さ
15

メ
ー
ト
ル
程
と
大
き
く
、
芦
刈
か
ら

で
も
そ
の
姿
が
見
え
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
山
が
挽
か
れ
る
道
路
の

両
面
に
は
桟
敷
が
設
け
ら
れ
、
見
物

人
で
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
見
事
（
人
形
）
み
る
に
は
博
多

の
祗
園
、
人
間
（
人
出
）
み
る
に
は

小
城
の
祗
園
」
と
い
う
評
判
が
た
っ

た
ほ
ど
で
す
。

　
祭
り
は
江
戸
時
代
末
期
に
倹
約
令

で
一
度
禁
止
さ
れ
、
祗
園
会
の
神
事

の
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
明
治
時
代
に
存
続
を
願
う
神

社
の
氏
子
た
ち
や
町
民
た
ち
に
よ
っ

て
現
在
の
山
挽
き
の
形
に
再
興
さ
れ

ま
し
た
。
穀
物
の
豊
作
と
伝
染
病
の

退
散
を
願
い
、
地
域
の
安
全
を
祈
る

祭
り
と
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。

開会式
奉納浮立（前夜祭）

山挽祗園（本祭）

「小城祇園絵図」
©国文学研究資料館所蔵

７
０
０
年
も
の
間
小
城
の

人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
の
祭
り

　
今
年
で
７
０
０
年
を
迎
え
る
小
城
山
挽

祗
園
祭
。
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
の
祭
り
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
に
伝

え
ま
す
。
節
目
と
な
る
今
年
は
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
、
一
層
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意

気
込
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
祭
は
下
町
交
差
点
に
上
・
中
・

下
町
の
勇
ま
し
い
山
が
並
び
、
須
賀

神
社
を
め
が
け
て
朝
か
ら
出
陣
。

上
・
中
・
下
町
の
通
り
を
練
り
歩
き

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
下
町
の
山
鉾

は
、
昔
の
形
を
受
け
継
ぎ
、
く
ぎ
を

使
わ
ず
、
木
組
を
行
い
、
市
内
50
地

区
か
ら
奉
納
さ
れ
た
縄
や
蔓
で
丁
寧

に
部
材
を
縛
っ
て
組
み
立
て
ま
す
。

山
に
飾
る
人
形
は
各
町
が
年
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
お
囃
子
に

合
わ
せ
て
、
１
ト
ン
も
あ
る
山
は
勢

い
よ
く
進
ん
で
い
き
ま
す
。
暑
気
払

い
に
水
を
か
け
た
り
、
か
け
声
を
か

け
た
り
、
祭
り
を
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
ま
す
。

　
昼
頃
に
は
須
賀
神
社
の
広
場
に
引

き
込
み
、
山
が
並
ぶ
と
神
事
が
行
わ

れ
、
上
り
山
が
終
わ
り
ま
す
。
３
台

の
山
が
並
ぶ
姿
は
圧
巻
で
す
。

　
そ
の
後
、
夕
方
か
ら
下
り
山
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
屋
へ
と
戻

り
、
熱
い
祭
り
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
祭
り
に
携
わ
っ
た
大
人
も
子
ど
も

も
、
絆
が
深
ま
り
、
来
年
の
祭
り
も

共
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
繋
が
っ
て

い
き
ま
す
。

熱
い
祭
り
が
ま
ち
を
賑
わ
す

祗園ミニ知識

小城山挽祗園

地
区
の

祭
り
か
ら

小
城
の
祭
り
へ

昭和40年代の祭りの様子

千葉胤貞像

須賀神社

　さ
だ

ち
　
ば
　た
ね
　

　山の上に子ど
もを乗せると健
康に育つといわ
れています。

祗園ミニ知識
【クイナワ】
　近隣地区から下町に奉納さ
れ、山鉾の組み立て部材や挽き
綱に結わえて使用した縄。
　祭りの後は、
無病息災を願っ
て戸口に掲げら
れます。

か
み
し
も

う
た

か
ね

つ
る

は
や　し や

ま
ほ
こ

し
ょ　き

　江戸時代、祗園祭の際に藩主は祝儀としてうち
わを大殿様（藩主の父）に献上するのが慣例でし
た。このことから、うちわ祗園といわれています。

「うちわ祗園」
といわれる由来

祗園ミニ知識

江戸時代の
祭りの様子

小城祗園山鉾保存会会長　堤　敏昭
つつみ とし あき

し
も
う
さ
の
く
に

さ
　
じ
き

ぎ
　
お
ん
　え

う
じ
　
こ

７
０
０
年
祭
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行者天国歩

◆横町による浮立（19時30分～）

◆ステージイベント（19時～21時）
　場所：祗園広場ステージ
　内容：「知覧ねぷた」披露、
　　　　小城太鼓、三日月龍王
　　　　浮立保存会など

上り
下り

日

7月23日　 前夜祭　土

団結がまちの活力へ

700年を担う男たち
700年祭だけの特別な２日間

　歴史のある祭りの700年という区切
りの年に区長をさせていただき、身が
引き締まります。やるからには、積極
的に参加して、盛り上げていきます。

　天気に恵まれ、けが・事故が
なく、無事に奉納できることが
一番です。
　今年のテーマは「真田丸」。
　ぜひ、家族総出で山挽に参加
していただきたいですね。

　祭りは地域の皆さんのいろん
な協力があってできています。
こだわりの山は、材料なども改
良しながら作ってきました。上
町の力を結集して、作った人形
をぜひご覧ください。

中町

　
い
よ
い
よ
小
城
山
挽
祗
園
７
０
０
年

祭
の
準
備
も
大
詰
め
と
な
り
、
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祭
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。
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ら
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叩
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史
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に
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て
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。

　
ま
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で
地
域
と
の
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流
が
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っ
た
今
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、
人
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が
団
結

が
す
る
祭
り
が
必
要
で
す
。
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結
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こ
と
が
、
ま
ち
の
活
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へ
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つ
な
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り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
区
切
り
の
年
に
一
丸
と

な
っ
て
小
城
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挽
祗
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祭
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

くろ　き　たかのぶ

黒木尊信 区長

そえじまみき　お

副島幹生 区長

みず　た　せい　ご

水田誠悟 区長

　節目の祭りですから、絶対成
功させなければ！と、先輩方も
気合い十分です。市内50地区の
奉納のおかげで作ることができま
すので、ぜひ、完成した姿を見て
もらい、祭りを賑わせたいです。

下町 むらやまよしふみ

村山好文 区長

須賀神社

小柳
酒造

ゆめぷらっと小城

中町広場
ステージ

祗園広場
ステージ

下町山小屋

中町山小屋 中町交差点

下町交差点

上町山小屋

◆挽山　上り　10時～（下町交差点スタート）
　　　　下り　17時～（須賀神社スタート）

◆シャンシャン祭り
◆よさこい
◆道行 おどり隊
　総踊り
◆芦刈飾り船

柳酒造小
◆天山アートフェスタ開催！
◆ビアガーデン

テージイベントス
◆祗園広場ステージ（須賀神社駐車場）
◆中町広場ステージ（小柳酒造向かい）
　市内の文化連盟団体や地元アーティスト
　などが祭りを盛り上げます！

めぷらっと小城ゆ
◆写真展を開催！
　過去の祗園祭の様子や、１月に
　公演した「永遠の月星」の写真
　展を開催。《７月19日（火）～31日（日）》

7月24日　 本祭　

よさこいで

全国的に活躍
している

須賀IZANA
I連も

やってくる！

シャンシャン祭り

知覧ねぷた

芦刈飾り船

©東島朋毅

道行 おどり隊 総踊り

問 小城山挽祗園700年祭実行委員会
（小城商工会議所内）　☎73・4111

山挽参加者募
集

挽きたい人は24
日の朝８時頃に

各町の山小屋へ
お越しください

。

※法被の貸与あ
り

小城山挽祗園700年祭実行委員会会長　村岡　安廣
むら おか やす ひろ

地区をまとめる区長たちに小城山挽祗園祭に対する意気込みを伺いました。

上町

横町

歩行者天国
（10時～20時）

福引もあります

出店も
　でるよ

※駐車場が少ないため、公共交通機関の利用をお願いします。

小城山挽祗園700年祭記念シンポジウム

700年の時空を
翔ける情熱！
日時　７月２日（土）
　　　開場13時　開演13時30分
会場　ゆめぷらっと小城　天山ホール

・基調講演「鍋島直茂と小城」
　講師　小城郷土史研究会会長　岩松要輔さん
・パネルディスカッション

いわ まつ よう すけ

入場無料

市
内
の

　イ
ベン
ト
結
集 

！

さなだまる

（10時～20時）

5 4

イベン
ト

盛りだ
くさん
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